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 第 I部 ＜日本＞を生きる
 第 1章 まなざしの呪縛――日本統治時代パラオにおける「島民」をめぐって――
  三田　牧
 第 2章 「困難な私たち」への遡行
  ――コンタクト・ゾーンにおける暴力の記憶の民族誌記述――中村　平
 第 3章  「アメラジアンスクール・イン・オキナワ」に見る多文化共生社会への挑戦
と課題　エイムズ・クリストファー＆エイムズ唯子
 第 II部 インド世界を生きる
 第 4章 アメリカ人が描いた二〇世紀初めインドの輪郭
  ――『マザー・インディア』を読む――小松久恵








 第 6章 インドにおけるポルトガル植民地支配と村落
  ――ゴア州のコムニダーデ・システムの現在をめぐって――松川恭子
 第 III部 ディアスポラ世界を生きる
 第 7章 スィク・ディアスポラから見える世界
  ――移住と信仰をめぐるコンタクト・ゾーン――東　聖子
 第 8章 フランス共和国と FGC裁判――梅本響子
 第 9章  「クール・ジャパン」から拡がるコンタクト・ゾーン――サンフランシスコ
日本町をめぐる文化創造とマンガ・アニメ産業――河上幸子
 第 IV部 創出――新しい世界を生きるために
 第 10章 明治インド留学生――興然と宗演――奥山直司


















































































































































「創出――新しい世界」という名の、最後の第 IV部には第 10章と第 11章の 2本の論文
が収められている。第 10章（奥山論文）は、明治初期に仏教の原点を求めて大英帝国の
植民地だったセイロン（スリランカ）に留学した日本の仏教徒を考察する。釈興然と釈宗
演という二人の仏教徒を中心に、それぞれの経歴を紹介し、さらに日本の仏教徒とセイロ
ンの仏教徒の相互的な関心に基づき築かれたネットワークが、かれらの留学を可能せしめ
たことを明らかにする。また、このネットワークの構築は「従来からセイロンと東南アジ
ア諸地域の仏教徒の間に存在した連絡網が日本まで拡大しようという動きでもあった」
（p.252）ことに光があてられる。
　本章では、植民地に直接関係するトピックが扱われているわけではないが、セイロンが
東西航路の要所だったこと、本航路の開発なしにセイロンへの渡航は想定されなかったこ
と、日本やセイロンの仏教徒がヨーロッパの学者の仏教観の影響を受けていたことなどが
明らかにされる。そして、このような背景をもとに構築された、インド、セイロン、タ
イ、日本を含む仏教徒のネットワークが、欧米を中心に変化しつつある世界の影響を受け
ていたことが解き明かされる。
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　第 11章（渡辺論文）は本論集の最後の論文で、フィジーのオセアニア・センターで進
行するレッド ･ウェーブ現代芸術に注目し、オセアニアに生きる人々の生活のイメージに
基づく「集合的なオセアニア芸術」について考察する。オセアニア・センターはオースト
ラリア国立大学で人類学博士号を取得したエベリ・ハウオファによって 1997年に設置さ
れた。ここは、センターの理念に従った、芸術の創造の核となるような「オセアニア」の
構築と普及のみならず、創作の現場にも、他者に開かれた共同的な場にもなるべき場所で
ある。また、オセアニア独自の美的基準を創出し、革新的であることが望まれる。
　本章は個人主義的な作業であるはずの絵画制作と、センターで求められる集団性とのせ
めぎ合いによって、具体的な絵画が生まれていく過程を考察する。他人の絵に筆を入れる
などの行為に光をあて、主にモチーフとスタイルに特徴がある「オセアニア的なもの」が
いかに構築されるかが検討される。さらに、他のアーティストがまねできないような個性
が出現している動きも取り上げ、これがセンターの理念である集合的なオセアニア芸術の
創出と競合してしまうことが明らかにされるが、そういった「個性」の出現によって、新
たな芸術への可能性が開かれると論じる。
　以上、各論文の紹介をしてきたが、最後に本論集全体についての個人的な感想を述べて
おきたい。様々な歴史的・地域的枠組みを対象としている、本書所収の 11の論文は、そ
れぞれの対象をコンタクト・ゾーンという観点から捉えなおすことによって、コンタク
ト ･ゾーンという方法論的なツールがもつ比較という可能性を示した。のみならず、その
ツールを用いて、各論文の話題を見つめ直すことによって、従来の議論の問題点に対する
新たな視点、問題、解釈を提起しうる可能性も明らかになったと思う。これはコンタクト
･ゾーンという概念と本論集が有する魅力だといえるだろう。
　本論集は各論文がコンタクト ･ゾーンという概念を用いながらそれぞれの話題を分析す
るような形になっているため、ある意味で本論集自体が「コンタクト・ゾーン」のコンタ
クト・ゾーンと見なすことができる。このように考えてみると、コンタクト ･ゾーンと
しての本論集の「遂行」について、個人的には多少の不満を感じるところがある。コン
タクト・ゾーンという概念を用い、様々な枠組みを分析しているにもかかわらず、コン
タクト・ゾーンという「言説」、その「支配」に抵抗する傾向があまり見えてこないので
ある。しかし、各論文は 1992年にプラットが提唱した理論を問題化し、再考したり調整
したりする可能性をもつ、相互行為による自他の構築過程、個人のエンパワーメント、支
配、権力、政治、法律との関わり、表象、言説などの様々な観点が非常に理解しやすく提
供されている。しかし、それらをまとめたり、「コンタクト・ゾーン」を再考したりする
作業は読者に任せられているため、様々なアイデンティティや他者の構築過程に深く関わ
る「コンタクト・ゾーン」についての理論化は、結局は完遂できていないように感じた。
　とはいうものの、コンタクト・ゾーンという概念を用いることによって、本書はポスト
コロニアルに関する様々な話題と議論に対し、広範囲にわたり、新たな焦点をあてること
ができたのは事実である。この結果、編者たちが目指していた「新しい人文学の形成」（p. 
iii）は成功していると考えられる。
